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日本共産党の見解をお知らせし

ます。ご意見をお寄せください。

　
市
議
会
６
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
行

わ
れ
、
29
年
度
補
正
予
算
、
30
年
度
補
正
予
算
を
含
め

て
議
案
15
件
と
報
告
15
件
、
修
正
案
１
件
、
陳
情
２
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
臼
井
泰
彦
議
員
は
、
一
般
質
問
に
お
い
て
小
中
学
校

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
公
共
交
通
に
つ
い
て
市
政
を

質
す
と
と
も
に
、
議
案
の
内
「
臼
井
吉
見
文
学
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
対
し
て
質
疑
を
し
、
修

正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
臼
井
泰
彦
議

員
は
「
あ
づ
み
ん
」
運
行
見

直
し
に
つ
い
て
５
点
と
大
糸

線
西
側
の
定
時
定
路
線
等
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
　

問
　
利
用
者
を
増
や
す
宣
伝

を
！
　
運
行
見
直
し
の
施
行

前
に
堀
金
、
穂
高
両
地
域
で

利
用
者
を
大
き
く
ふ
や
す
宣

伝
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
し

っ
か
り
検
証
し
、
生
か
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
　
　

政
策
部
長
（
政
長
）
市
の
広

報
を
利
用
し
て
、
幅
広
い
情

報
を
伝
え
、
利
用
の
促
進
、

増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。
堀

金
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
な
が
ら
予
約
断
り
件
数
の

解
消
を
目
指
し
た
い
。
　
　

問
　
乗
り
継
ぎ
料
金
は
不

当
！
乗
り
継
ぎ
す
る
の
は
利

用
者
の
都
合
で
は
な
く
運
行

体
系
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、

乗
り
継
ぎ
料
金
は
取
る
べ
き

で
な
い
の
で
は
な
い
か
。
　

政
長
公
共
交
通
会
議
の
中
で

慎
重
に
検
討
す
る
。
　
　
　

問
　
要
望
を
伝
え
や
す
い
体

制
を
！
　
要
望
や
疑
問
を
、

電
話
や
書
面
、
メ
ー
ル
で
利

用
者
が
い
つ
で
も
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
、
丁
寧
に
答
え

て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　

政
長
（
最
初
の
答
弁
に
加
え

て
）
誠
意
を
持
っ
て
伺
う
体

制
を
整
え
る
。
　
　
　
　
　

問
　
待
ち
時
間
を
少
な
く
し

て
！
　
暑
い
夏
や
寒
い
冬
、

待
ち
時
間
が
長
い
の
は
年
配

者
に
と
っ
て
人
権
問
題
。
希

望
者
に
は
車
両
が
到
着
し
た

ら
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す

と
か
、
直
前
の
利
用
者
の
乗

降
後
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
次
の

人
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
る
と
か
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
検
討
結

果
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

政
長
利
用
者
の
負
担
に
な
ら

な
い
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。
ロ
ケ
ー
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
（
本
年
度
導
入
し
な
い
）

も
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　

問
　
利
用
者
増
へ
の
対
応

を
！
「
あ
づ
み
ん
」
の
利
用

者
増
に
対
応
す
べ
く
「
あ
づ

み
ん
」
の
可
能
性
と
限
界
、

定
時
定
路
線
の
新
た
な
路
線

の
可
能
性
を
積
極
的
に
探

り
、
検
討
す
べ
き
で
は
。
　

政
長
他
の
自
治
体
の
公
共
交

通
も
参
考
に
、
継
続
的
に
整

備
す
る
。

問
大
糸
線
西
側
の
地
域
と
駅

を
結
ぶ
定
時
定
路
線
の
運
行

に
向
け
た
調
査
を
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

政
長
調
査
研
究
す
る
。
　
　

問
夏
休
み
の
平
日
に
小
・
中

学
生
が
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
公
園
や
穂
高
プ
ー
ル
等

に
行
け
る
バ
ス
の
運
行
を
し

て
は
ど
う
か
。
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問
長
年
の
課
題
で
あ
る
教
職

員
の
時
間
外
勤
務
に
つ
い

て
、
長
野
県
で
は
２
０
１
４

年
度
か
ら
「
教
職
員
の
業
務

を
改
善
し
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
、
充
実
を
図

る
た
め
の
総
合
的
な
方
策
」

を
基
に1

年
間
で
10
％
、
３
年

間
で
30
％
削
減
す
る
と
い
う

目
標
を
立
て
て
取
り
組
ま
れ

た
が
、
時
間
外
勤
務
削
減
の

成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

　
昨
年
８
月
に
は
文
部
科
学

省
の
中
央
教
育
審
議
会
で

「
提
言
」
（
左
枠
内
参
照
）
が

出
さ
れ
、
長
野
県
教
育
委
員

会
か
ら
も
「
方
針
」
（
左
枠

内
参
照
）
が
出
さ
れ
た
。
市

内
の
小
・
中
学
校
の
教
職
員

の
勤
務
時
間
の
実
態
と
、「
提

言
」
「
方
針
」
に
対
す
る
認

識
、
ま
た
、
課
題
解
決
に
向

け
た
具
体
的
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
「
方
針
」
に
そ
っ
て

伺
う
。
【
教
員
の
時
間
外
勤

務
に
対
す
る
手
当
は
な
い
】

　
昨
年
８
月
に
発
表
さ
れ

た
提
言
で
は
「
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
の
実
態
が
看

過
で
き
な
い
状
況
や
学
校

教
育
の
根
幹
が
揺
ら
ぎ
つ

つ
あ
る
現
実
を
重
く
受
け

と
め
る
べ
き
。
働
き
方
改

革
を
早
急
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
教
職
員
一

人
一
人
の
問
題
に
と
ど
め

る
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
国
や
地
方

公
共
団
体
、
家
庭
、
地
域

等
を
含
め
た
全
て
の
関
係

者
が
取
り
組
み
を
直
ち
に

実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
で
き
る
こ
と
を
直

ち
に
行
う
と
い
う
認
識
、

必
ず
解
決
す
る
と
い
う
強

い
意
識
を
持
っ
て
、
教
職

員
が
そ
の
効
果
を
確
実
に

実
感
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
方
針
」
は
「
提
言
」

を
受
け
て
11
月
に
発
表
さ

れ
、
「
直
ち
に
取
り
組
む

こ
と
」
と
し
て
９
項
目
を
、

「
中
長
期
的
（
３
年
か
ら

５
年
）
な
取
り
組
み
」
と

し
て
７
項
目
を
、
「
全
県

で
一
斉
に
取
り
組
む
こ

と
」
と
し
て
４
項
目
（
計

20
項
目
）
を
そ
れ
ぞ
れ
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
は
、
喫
緊
の

課
題
。
昨
年
度
の
市
内
教
職

員
の
時
間
外
勤
務
は
、
一
人

当
た
り
平
日
２
時
間
10
分
、

休
日
約
30
分
、
持
ち
帰
り
仕

事
は
25
分
。
「
提
言
」
「
方

針
」
を
大
変
重
く
受
け
と
め

て
、
働
き
方
改
革
を
早
急
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
、
安
曇
野
市
学
校
業

務
改
善
方
針
を
作
成
し
て
い

る
。

１
会
議
の
精
選
効
率
的
な
会

議
運
営
や
出
張
の
必
要
性
を

吟
味
す
る
。
　
２
各
種
調
査

重
な
り
を
見
直
す
。
　
３
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
活
用
本
年
度
７
校
７
名
配

置
（
小
学
校
…
穂
高
南
、
穂

高
北
、
豊
科
南
、
豊
科
北
、

堀
金
、
三
郷
、
中
学
校
…
三

郷
）
。
　
４
信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活
用
中
学

の
朝
部
活
の
見
守
り
を
豊
科

南
中
と
新
た
に
３
校
（
穂
高

東
中
、
堀
金
中
、
明
科
中
）

で
実
施
。
　
５
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
（
略
）
　
６

時
間
外
勤
務
の
記
録
本
年
度

中
に
よ
り
良
い
方
法
に
つ
い

て
結
論
を
出
す
。
　
７
勤
務

時
間
の
割
り
振
り
割
り
振
り

先
を
確
保
し
て
計
画
す
る
。

８
中
学
校
の
部
活
動
指
針
の

徹
底
一
層
徹
底
す
る
。
　
９

県
教
委
主
幹
指
導
主
事
の
支

援
（
略
）
　
10
時
間
外
の
留

守
番
電
話
対
応
慎
重
に
検
討

す
る
。
　
11
長
期
休
業
期
間

中
の
学
校
閉
庁
お
盆
の
４
日

間
、
全
小
・
中
学
校
を
閉
庁

す
る
。
　
12
テ
レ
ワ
ー
ク
研

究
す
る
。
13
定
時
退
勤
日
全

学
校
完
全
実
施
を
考
え
る
。

問
時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
根

本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
教

員
の
数
を
増
や
し
、
一
学
級

の
子
ど
も
の
人
数
を
30
人
以

下
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
文
科
省
は
、
授
業
と
同

時
間
の
準
備
が
必
要
で
、
小

学
校
教
諭
で
一
日
平
均
４
時

間
25
分
の
授
業
を
し
て
い
る

と
言
う
。
７
時
間
45
分
の
勤

務
時
間
を
既
に
１
時
間
５
分

超
え
る
計
算
に
な
る
。
現
場

は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
へ

の
き
め
細
か
な
対
応
、
保
護

者
と
の
連
携
、
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の

対
応
、
貧
困
や
児
童
虐
待
な

ど
の
課
題
を
抱
え
た
家
庭
へ

の
対
応
等
が
求
め
ら
れ
、
多

種
多
様
な
課
題
に
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
日
本
は
教
育
機
関

へ
の
公
費
支
出
の
割
合
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
34
か
国
の
中
で
最
も

低
く
、
教
育
予
算
の
抜
本
的

増
額
が
必
要
で
あ
る
。
教
職

員
配
置
に
お
い
て
大
変
力
を

入
れ
て
い
る
安
曇
野
市
と
し

て
、
県
や
国
に
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

堀金小学校の音楽会（６月）

　
学
級
定
員
の
引
き
下
げ
、

教
職
員
定
数
の
改
善
に
つ
な

が
る
教
育
予
算
の
大
幅
な
引

き
上
げ
等
を
国
や
県
へ
提
案

し
て
い
く
。
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６
月
定
例
会
に
臼
井
吉
見

文
学
館
の
管
理
を
現
在
の
指

定
管
理
者
か
ら
文
学
館
隣
に

開
館
（
今
年
10
月
）
す
る
文

書
館
の
直
営
と
す
る
条
例
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
臼
井
議

員
を
は
じ
め
共
産
党
議
員
３

名
は
、
こ
れ
に
対
す
る
修
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
が
否
決

さ
れ
、
条
例
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
修
正
案
は
、
休
館
日
の
み

に
係
る
内
容
で
し
た
。
条
例

で
は
、
休
館
日
を
土
曜
日
と

「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
休
日
」
（
休

日
）
等
と
し
て
い
ま
す
。
修

正
案
は
、
安
曇
野
市
の
他
の

博
物
館
等
の
休
館
日
と
同
じ

月
曜
日
と
休
日
の
翌
日
等
と

す
る
内
容
で
す
。
条
例
が
文

学
館
の
休
館
日
を
他
の
博
物

館
等
と
異
な
る
日
と
し
た
の

は
、
管
理
す
る
文
書
館
の
休

館
日
に
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。

　
修
正
案
提
出
の
主
な
理
由

は
二
つ
で
し
た
。
一
つ
は
、

臼
井
吉
見
文
学
館
が
安
曇
野

市
の
博
物
館
グ
ル
ー
プ
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
休
館
日
も
、
市
の
他
の

博
物
館
等
と
統
一
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
も
の
で

す
。
全
国
的
に
も
休
館
日
は

同
様
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
の
理
由
は
、
昨
年

度
の
臼
井
吉
見
文
学
館
の
入

館
者
数
を
臼
井
議
員
が
独
自

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
入
館

者
の
一
番
多
い
曜
日
は
土
曜

日
で
あ
り
，
土
曜
日
と
休
日

の
入
館
者
数
は
全
体
の
３
分

の
１
で
、
一
日
当
た
り
の
入

館
数
は
休
日
が
一
番
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
多
く
の
入
館

者
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、

土
曜
日
と
休
日
を
休
館
日
と

す
る
の
は
不
合
理
と
い
う
べ

き
で
す
。
さ
ら
に
土
曜
日
と

休
日
の
入
館
者
の
多
く
が
市

外
・
県
外
の
方
だ
っ
た
こ
と

か
ら
，
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら

来
ら
れ
た
方
を
が
っ
か
り
さ

せ
る
よ
う
な
休
館
日
の
設
定

は
、
安
曇
野
市
の
お
も
て
な

し
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
し
か
も
臼

井
吉
見
は
，
小
説「
安
曇
野
」

を
著
し
て
，
「
安
曇
野
」
の

名
を
広
め
た
い
わ
ば
安
曇
野

市
の
命
名
者
と
も
言
え
，
安

曇
野
市
と
し
て
今
後
も
文
学

者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文

芸
評
論
家
、
雑
誌
編
集
者
、

教
育
者
と
し
て
も
顕
彰
し
て

い
く
べ
き
人
物
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
土
曜
日
や
休
日

を
開
館
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
管
理
す
る
文
書
館
と
し

て
は
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
員
の
勤
務
日
の
や
り
く
り

で
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
臨

時
職
員
を
雇
用
す
る
等
、
人

件
費
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
文
学
館
が
文
書
館
の

直
営
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

指
定
管
理
費
の
内
人
件
費
の

１
６
０
万
円
が
不
要
と
な
り

ま
す
。

※
市
立
の
博
物
館
等
に
は
、

外
に
豊
科
郷
土
博
物
館
、
豊

科
近
代
美
術
館
、
田
淵
行
男

記
念
館
、
高
橋
節
夫
記
念
美

術
館
、飯
沼
飛
行
士
記
念
館
、

貞
享
義
民
記
念
館
、
穂
高
郷

土
資
料
館
、
穂
高
陶
芸
会
館

が
あ
り
ま
す
。

　
修
正
案
に
対
し
て
３
名
の

議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
し
た
。
「
改
正

条
例
は
、
理
事
者
側
が
十
分

な
審
議
・
検
討
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
」
「
入
館
料
を
無

料
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
利
用
が
図
れ
る
」

「
文
書
館
の
休
館
日
に
合
わ

せ
て
も
、
設
置
目
的
に
沿
っ

た
管
理
が
継
承
さ
れ
る
」「
博

物
館
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
側
面
が
違
う
か
ら
、
休
館

日
を
同
じ
に
し
な
く
て
い

い
。
」
「
ど
う
い
う
施
設
で

あ
る
べ
き
か
原
理
原
則
に
立

ち
返
る
べ
き
。
本
市
の
文
化

振
興
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い

う
視
点
が
欠
け
て
い
る
」

　
「
公
立
博
物
館
の
設
置
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
」（
文

科
省
告
示
）
で
は
、
開
館
日

等
に
つ
い
て
、
第
十
条
で
「
利

用
者
の
要
請
、
地
域
の
実
情
、

資
料
の
特
性
・
・
・
等
を
勘

案
し
て
」
決
め
る
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
改
正
条
例
で

休
館
日
の
検
討
が「
利
用
者
」

の
立
場
か
ら
で
な
く
、
管
理

者
で
あ
る
文
書
館
の
立
場
で

さ
れ
た
こ
と
は
、
市
が
昨
年

度
の
利
用
者
の
入
館
状
況
を

調
べ
る
こ
と
さ
え
し
て
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

す
。
入
館
料
を
無
料
に
し
て

入
館
者
が
増
え
る
れ
ば
、
多

く
の
入
館
者
が
あ
る
土
曜
日

や
休
日
を
閉
館
に
し
て
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
文
化
振
興
の
視
点
か
ら
論

じ
る
こ
と
は
大
事
で
あ
り
、

今
議
会
で
も
大
い
に
す
べ
き

で
し
た
。
本
市
の
博
物
館
で

働
い
て
い
る
学
芸
員
で
市
の

正
規
職
員
は
一
人
だ
け
と

か
、
本
市
の
博
物
館
等
が
学

芸
員
以
外
の
そ
の
道
の
専
門

家
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る

現
実
や
安
曇
野
の
文
化
を
守

り
、
伝
え
、
振
興
し
て
い
く

市
民
の
力
を
引
き
出
し
、
励

ま
し
て
い
く
方
途
、
市
民
と

協
働
す
る
博
物
館
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
深
い
議
論
が
一

層
重
要
で
す
。

臼井吉見文学館。来年度より、隣に10月開
館予定の安曇野市文書館の直営となる。
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入
院
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
が
か

か
る
病
室
（
特
別
療
養
環

境
室
。
特
別
室
）
を
す
す

め
ら
れ
た
が
「
払
え
な
い

か
ら
。
」
と
言
っ
て
断
っ

た
と
い
う
人
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
差
額
ベ
ッ
ト
代

は
、一
部
屋
の
病
床
数
（
１

～
４
床
）
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
１
日
平
均
２
千

円
か
ら
７
千
円
か
か
り
ま

す
。
健
康
保
険
の
適
用
外

で
す
か
ら
、
払
う
こ
と
に

な
っ
た
場
合
は
全
額
払
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
方
の
よ
う
に
断
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
差
額
ベ
ッ
ト
代
を
払
わ

な
く
て
も
良
い
場
合
は
、

①
患
者
が
同
意
書
に
同
意

（
署
名
）
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
　
②
医
師
が
「
治

療
上
必
要
が
あ
る
」
と
判

断
し
て
特
別
室
に
入
院
さ

せ
た
場
合
　
③
患
者
の
意

思
に
関
係
な
く
、
病
院
側

の
都
合
に
よ
る
場
合
　
で

す
。
差
額
ベ
ッ
ト
代
を
払

い
た
く
な
い
場
合
は
、
上

の
方
の
よ
う
に
「
経
済
的

に
支
払
え
る
余
裕
が
な

い
」
と
か
「
大
部
屋
を
希

望
し
ま
す
」
と
は
っ
き
り

病
院
側
に
伝
え
る
こ
と
で

す
。
関
東
信
越
厚
生
局
長

野
事
務
所
、☏
０
２
６-

４

７
４-

４
３
４
６
に
相
談

も
で
き
ま
す
。

　
穂
高
プ
ー
ル
市
民
説
明
会

が
５
月
末
か
ら
６
月
初
め
に

夜
開
か
れ
ま
し
た
が
、
昼
間

や
日
曜
日
に
も
開
い
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
の

で
、
７
月
に
入
っ
て
さ
ら
に

４
回
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
説
明
会
前
に
は
、
お
子
さ

ん
の
い
る
方
か
ら
「
毎
年
穂

高
プ
ー
ル
に
行
っ
て
い
る
。

な
く
し
て
ほ
し
く
な
い
」「
豊

科
も
塩
尻
の
小
坂
田
公
園
の

プ
ー
ル
も
な
く
な
り
、
子
ど

も
が
水
遊
び
で
き
る
と
こ
ろ

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」「
ま

だ
子
ど
も
が
小
さ
い
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
行
っ
て
み
た

い
」
「
ま
だ
、
小
学
生
の
子

ど
も
が
い
る
か
ら
穂
高
プ
ー

ル
を
使
い
た
い
」
「
ラ
ー
ラ

松
本
と
比
べ
て
料
金
が
安
い

か
ら
い
い
」
等
々
、
存
続
を

望
む
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
「
『
今
年
も

あ
る
ん
だ
ね
』
と
娘
が
喜
ん

だ
」
「
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を

子
ど
も
に
説
明
で
き
な
い
の

で
説
明
会
に
来
た
」
「
市
は

プ
ー
ル
を
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と

い
う
が
、
遊
び
は
子
ど
も
に

と
っ
て
学
び
」
「
市
は
子
育

て
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
に

プ
ー
ル
廃
止
は
お
か
し
い
」

「
子
ど
も
対
象
の
出
前
講
座

を
開
い
て
ほ
し
い
」
「
市
民

と
の
合
意
形
成
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
」
等
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
穂
高
プ
ー
ル
は
８
月
26
日

（
日
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

大
い
に
利
用
す
る
と
と
も

に
、
意
見
・
要
望
・
疑
問
等

は
市
の
生
涯
学
習
課
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
政
の
主
権
者
は
市
民
で

す
。

　
生
活
保
護
の
開
始
時
に

熱
中
症
予
防
が
特
に
必
要

と
さ
れ
る
人
が
ク
ー
ラ
ー

を
保
有
し
て
な
い
場
合
、

一
時
扶
助
で
の
購
入
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
（
７
月
１
日
か
ら

適
用
）
こ
れ
ま
で
生
活
保

護
利
用
者
が
ク
ー
ラ
ー
を

購
入
す
る
に
は
、
日
常
的

な
保
護
費
を
や
り
く
り
す

る
か
、
借
金
を
す
る
か
で

し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
難
病
患
者
、
子
ど
も
、

健
康
状
態
や
住
環
境
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
熱
中

症
対
策
が
必
要
な
者
と
福

祉
事
務
所
が
認
め
た
場

合
、
一
時
扶
助
で
上
限
５

万
円
ま
で
の
ク
ー
ラ
ー
購

入
費
と
設
置
費
用
を
認
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
転
居
し
た
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に

格
差
是
正
、
制
度
改
善
が

必
要
で
す
。　
　
　
（
赤
旗

新
聞
７
月
６
日
付
よ
り
）

生
活
保
護
基
準
以
下
の
所
得

で
暮
ら
す
世
帯
の
内
、
生
活

保
護
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

は
23
％
に
ど
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
５
月
厚
労
省
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米
の
60

～
90
％
と
比
べ
て
極
端
に
低

い
も
の
で
す
。
所
得
が
保
護

基
準
以
下
で
預
貯
金
が
最
低

生
活
費
の1

か
月
未
満
で
あ

っ
て
も
、
利
用
し
て
い
る
世

帯
は
44
％
と
い
い
ま
す
。
格

差
と
貧
困
が
広
が
る
も
と
、

保
護
基
準
以
下
で
生
活
す
る

世
帯
の
割
合
自
体
が
10
％
を

超
え
る
深
刻
な
状
況
で
す
。

憲
法
25
条
の
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
」
を
保
障
す
る
制
度

の
周
知
と
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
の
制
度
改
善
（
扶
養

義
務
者
が
３
親
等
に
及
ぶ
問

題
等
の
改
善
）
が
急
務
で
す
。

役
所
の
窓
口
で
追
い
返
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
保
護
費
を
連

続
削
減
し
て
き
た
安
倍
自
公

政
権
が
、
10
月
か
ら
「
生
活

扶
助
」
を
引
き
下
げ
よ
う
と

す
る
の
は
許
せ
ま
せ
ん
。
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